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１．概要（Summary） 

細胞機能の解析を目的として、光情報で細胞周辺•細

胞内の生理状態（温度、pH）を計測するセンサの作製と

光照射により細胞への付着を制御する選択的導入法を

提案する．温度と pH といった複数の環境情報を取得可

能な蛍光センサを任意の細胞内へ選択的かつ低侵襲に

導入する手法として，(1)高分子微粒子表面及び内部に

異なる環境応答性を有する蛍光色素を導入した蛍光温

度センサの作製する，(2)光により表面電位が変化する機

能性高分子を導入したリポソームに蛍光センサを封入し，

任意の細胞へ光ピンセットで搬送後， 光照射により細胞

へ選択的に付着する，(3)光ピンセットにより細胞に付着し

たセンサを振動させ，細胞内への導入を促進する．  

 

２．実験（Experimental） 

・利用した主な装置 

 レーザー描画装置 

 

・実験方法 

細胞機能を解析するために，「レーザー描画装置」を用

いて複数のマイクロ流体チップを作製した． 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

温度と pH を計測可能な蛍光センサとして，アミノ基を

表面に有するポリスチレン（PS）ビーズに，温度感受性を

有する蛍光色素のローダミン B と pH 感受性を有する蛍

光色素FITC を導入したものを作製した．Rhodamine B 

と FITC の励起波長は十分に離れているため干渉は生

じず，蛍光強度の相対変化を計測することで，温度及び

pH の計測を行った． 

光により表面電位が変化する機能性高分子を導入した

リポソームに蛍光センサを封入し，細胞への付着性の制

御を行った。光ピンセットにより脂質カプセルをMDCKの

細胞膜に接触させた後紫外光を照射し，10秒程度カプセ

ルを細胞膜に押し付けることで付着に成功した．付着後，

可視光照射による細胞からの離脱も確認した． 

一方、光ピンセットにより細胞に付着したセンサを振動

させ，約30分経過後にセンサが細胞質内へ移動したこと

を確認した．センサが導入された細胞の3次元スライス画

像を撮影・再構築し，センサが細胞内に導入されているこ

とを確認した． 
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